
漁
業
社
会
の
「
波
」
の
語
彙

は
じ
め
に

『
分
類
語
彙
表
』
　
（
国
立
国
語
研
究
所
編
）
　
の
「
波
」
の
項
を
見
る
と
、
次

の
よ
う
な
語
彙
が
挙
が
っ
て
い
る
。
「
波
・
波
浪
・
披
蒋
・
う
ね
り
‥
横
波
・

白
波
・
さ
ざ
披
・
大
波
・
逆
波
・
荒
波
・
怒
澤
・
激
浪
・
仇
浪
・
土
用
波
・
余

波
・
波
頭
・
津
波
」
の
1
7
語
で
あ
る
。
「
波
」
に
関
す
る
卦
通
語
の
語
意
は
、

こ
れ
で
す
べ
て
で
は
な
く
、
例
え
ば
『
広
辞
苑
』
　
に
よ
っ
て
も
、
「
波
の
花
・

波
間
」
な
ど
を
す
ぐ
に
補
う
こ
と
が
で
き
左
。

さ
て
、
『
分
類
語
彙
姦
』
の
「
披
」
の
語
彙
は
、
お
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
よ
う
。

1
、
波
そ
の
も
の
　
－
　
披
・
波
浪

2
、
大
小

川
大
　
－
　
大
波
・
波
蔦
・
激
浪
・
怒
章
・
荒
波
‥
つ
ね
り
・
自
浪
・
余

波
・
津
波
・
仇
浪

㈱
小
　
－
　
さ
ざ
披

3
、
船
に
対
す
る
方
向
　
－
　
横
波
・
逆
波

4
、
部
分
　
－
　
波
頭

5
、
季
節
1
土
用
波

『
分
類
語
彙
表
』
に
挙
が
っ
て
い
る
語
数
は
、
さ
ら
に
多
く
な
る
こ
と
が
予

室
　
山
．
敏
　
昭

想
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
全
体
の
意
味
領
域
の
数
は
、
右
に
帰
納
し
た
五
つ
に

ほ
ぼ
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
方
言
社
会
の
「
波
」
　
の
語
彙

は
、
『
分
類
語
裏
表
』
　
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
語
彙
の
実
態
と
体
系
と
の
上

に
、
い
か
な
る
特
色
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
特
色
は
、
何

に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ケ
タ
カ
　
ケ
タ
カ

小
論
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
き
、
鳥
取
県
気
高
郡
気
高

ヒ
メ
ジ

町
姫
路
と
い
う
小
規
模
沿
岸
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
地
域
社
会
の
「
波
」
の
語

ハ

ワ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

ザ

彙
を
中
心
と
し
、
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
宇
野
方
言
、
京
郡
府
与
謝
郡
伊
根
町

亀
島
方
言
の
資
料
を
従
と
し
て
、
漁
業
社
会
の
「
波
」
の
語
彙
の
実
態
と
そ
の

特
質
を
解
明
し
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
島
根
県
出
雲
・
隠
岐
地
方
、
静
岡

県
浜
名
郡
新
居
町
、
新
潟
県
佐
渡
島
な
ど
の
資
料
も
、
適
宜
参
照
す
る
こ
と
に

（
注
1
）

す
る
。

一
姫
路
方
言
の
「
波
」
の
語
彙

昭
和
4
9
年
の
秋
、
筆
者
が
現
地
で
行
っ
た
五
日
間
の
調
査
に
よ
っ
て
得
る
こ

と
の
で
き
た
当
該
方
言
の
「
披
」
の
語
彙
は
、
以
下
の
話
語
で
あ
る
　
（
五
十
音

順
に
列
挙
す
る
）
。
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ア
レ
可
グ
チ
（
海
が
荒
れ
か
け
て
い
る
時
）

オ
叫
（
凪
は
数
日
続
く
が
そ
の
最
初
の
日
）

男
（
う
ね
り
の
こ
と
）
・
オ
ー
ナ
U
（
大
波
）

エ
刈
ナ
ミ
（
引
き
披
）
・
コ
ナ
引
（
小
波
）

ナ
ミ
l
（
逆
波
）
・
サ
ン
九
〆
ナ
ミ
（
三
角
波
）

・
ア
ワ
　
（
波
の
泡
）
・
イ
チ
ノ

・
ウ
ネ
リ
　
（
う
ね
り
）
・
ウ
マ
ノ

・
刺
イ
ナ
ナ
、
、
、
（
大
紋
）
・
カ

・
コ
マ
ー
イ
ナ
、
、
、
（
小
技
）
・
サ
カ

・
シ
プ
劃
（
飛
沫
）
・
シ
引
コ

（
大
波
）
・
シ
ラ
ナ
ミ
（
白
波
）
・
ゼ
ッ
チ
ョ
ー
（
大
波
の
波
頭
）
・
タ
テ
ナ

引
（
縦
波
）
・
タ
ニ
可
（
大
波
の
波
間
）
・
ツ
ユ
ナ
月
（
梅
雨
時
分
の
大
披
）
・

ド
ヨ
l
、
1
ナ
、
、
、
（
土
用
波
）
・
ナ
判
（
凪
）
・
＜
ア
ブ
ラ
ナ
判
（
池
凪
）
・
刺
ト

ナ
ギ
（
凪
の
最
後
の
日
）
ブ
タ
ナ
判
（
ベ
タ
ナ
ギ
の
こ
と
）
・
ベ
タ
ナ
判
（
油
を

流
し
た
よ
う
な
凪
）
∨
・
ナ
ギ
コ
グ
チ
l
（
凪
の
始
ま
り
）
・
ナ
ダ
ー
ナ
ミ
（
澤
の

波
）
・
ナ
、
、
、
ガ
ー
シ
ラ
（
波
頭
）
・
ナ
、
、
、
寸
波
間
）
・
ナ
ラ
外
（
大
波
の
披
間
）
・

ニ
シ
ナ
引
（
酋
波
）
・
ノ
列
（
大
波
）
・
ハ
封
（
波
の
版
、
披
顔
と
波
間
の
中

間
）
・
ヒ
キ
ナ
ミ
l
（
引
き
波
）
・
ヨ
コ
ナ
U
（
株
披
）

ま
た
、
こ
れ
ら
の
名
詞
語
彙
と
密
接
に
関
連
す
る
動
詞
語
彙
に
は
、
次
の
話

語
が
あ
る
。

ア
ガ
叫
（
波
が
浜
や
磯
に
打
ち
上
げ
る
）
・
ウ
到
ル
（
波
が
打
つ
）
・
オ
叫

ル
（
波
が
折
れ
て
白
波
が
立
つ
）
・
カ
叫
ス
・
カ
列
ル
・
カ
ベ
叫
ル
・
列
ル
・

シ
列
ク
・
列
ツ
・
デ
判
ル
・
（
波
が
出
る
）
・
列
ル
・
〓
－
ル
（
波
が
通
る
、

大
波
に
つ
い
て
言
う
）
・
ガ
グ
（
凪
ぐ
）
・
ヒ
ダ
・
ヨ
セ
叫
・
ヨ
叫

こ
れ
ら
の
語
彙
は
、
お
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

1
、
披
そ
の
も
の
　
－
　
ナ
引

2
、
大
小

川
大
1
－
刺
イ
ナ
ナ
、
、
、
・
オ
ー
ナ
‥
y
ノ
列
・
ウ
マ
ノ
男
，
ウ
ネ
男
，
シ

ラ
ナ
ミ
・
ア
レ
コ
グ
チ

脚
小
－
　
コ
マ
I
イ
ナ
ミ
・
コ
ナ
ミ
・
ナ
ギ
（
ア
プ
ラ
ナ
判
・
オ
ト
ナ
ギ
，

ベ
タ
ナ
ギ
・
ブ
タ
ナ
判
）
・
ナ
ギ
コ
グ
升
・
イ
列
ノ
オ
レ

3
、
方
位
　
－
ニ
シ
ナ
引

4
船
に
対
す
る
角
度
－
－
去
コ
ナ
引
・
タ
テ
ナ
引
・
サ
カ
ナ
引
・
ヒ
キ
ナ

ミ
・
カ
エ
リ
ナ
ミ

5
、
形
状
　
－
　
サ
ン
カ
列
ナ
ミ

6
、
部
分
　
－
　
ナ
ミ
が
シ
ラ
・
ゼ
ッ
チ
ョ
ー
〓
・
タ
ニ
寸
・
ナ
ラ
列
・
ハ
引
・

ナ
ミ
マ
・
シ
ブ
キ
・
ア
ワ

7
、
場
所
　
－
　
ナ
列
ナ
、
、
、

8
、
季
節
－
－
ド
副
－
ナ
ミ
・
ツ
ユ
ナ
封

こ
の
結
果
を
、
先
に
示
し
た
『
分
類
語
彙
衰
』
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
次

の
よ
う
な
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
語
彙
の
意
味
領
域
　
－
　
『
分
類
語
彙
表
』
の
場
合
が
、
「
披
そ
の
も
の
」

「
大
小
」
　
「
船
に
対
す
る
方
向
」
　
「
部
分
「
季
節
」
の
五
つ
で
あ
る
の
に

・
対
し
て
、
姫
路
方
言
は
、
「
方
位
」
　
「
形
状
」
　
「
場
所
」
の
意
味
領
域
が

加
わ
っ
て
、
八
つ
で
あ
る
こ
と
。

◎
語
彙
の
実
態

a
「
オ
ー
ナ
引
」
I
l
「
コ
ナ
ミ
」
、
「
ヨ
コ
ナ
封
」
l
l
「
タ
テ
ナ
引

の
二
項
対
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

b
「
ゼ
ッ
チ
ョ
＝
・
ナ
ミ
刺
シ
ラ
」
↑
1
「
ハ
到
」
－
1
「
タ
ニ
寸
」
の

三
項
対
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

L
「
ア
レ
コ
〆
チ
」
－
1
「
ナ
ギ
コ
グ
．
チ
l
」
の
二
項
対
立
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

．
d
方
位
に
関
す
る
「
ニ
シ
ナ
引
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

e
『
分
類
語
彙
裏
』
で
は
、
「
波
の
大
小
」
の
う
ち
、
小
の
も
の
の
語
数

が
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
姫
路
方
言
で
は
「
コ
ナ
ミ
l
L
を
は
じ
め
と
し
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て
、
多
く
の
語
数
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

右
の
、
姫
路
方
言
に
特
徴
的
な
事
実
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
お

り
、
ま
た
、
何
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
。
ま
ず
、
「
場
所
」
で
あ
る
が
、
当
該
方
言
社
会
は
、
先
に
も
述
べ
た
ど

と
く
小
規
模
の
沿
岸
漁
業
社
会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
漁
船
も
小
さ
く
漁
場
も

狭
い
。
沖
合
い
に
出
掛
け
て
行
っ
て
泊
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ

て
よ
い
。
t
た
が
っ
て
、
「
披
」
に
つ
い
て
も
、
浜
に
近
事
漁
場
（
こ
れ
を
耳

ダ
と
言
う
）
の
ナ
封
に
特
に
注
目
す
る
こ
と
と
な
り
、
「
ナ
ダ
ナ
引
」
　
（
オ
キ

ナ
ミ
と
い
う
語
は
認
め
ら
れ
な
い
）
と
い
う
語
を
創
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
方
言
に
お
け
る
「
風
」
や
「
糊
」
の
「
列
ダ
ノ
カ
ジ

（
汀
へ
一
）

ェ
」
　
「
列
ダ
ノ
シ
ョ
」
と
緊
密
に
連
繋
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

っ
い
で
、
語
彙
の
実
髄
等
あ
る
が
、
共
通
語
は
、
「
大
波
－
1
小
波
」
　
「
坊

波
－
1
縦
波
」
の
対
立
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
当
該
方
言
に
は
そ
の
対
立
が
明

確
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
波
に
対
す
る
観
察
の
日
の
こ
ま
か
さ
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
ゼ
ッ
チ
ョ
ー
」
t
l
「
バ
ラ
」
I
I
「
タ
ニ
マ
」

の
三
項
対
立
に
最
も
頸
著
で
あ
る
。
特
に
、
波
に
つ
♪
て
「
ハ
到
」
と
言
い

「
タ
ニ
可
」
と
亭
っ
の
は
、
小
舟
で
漁
を
行
っ
て
き
た
当
該
方
言
社
会
の
漁
業
の

実
態
を
、
き
わ
め
て
端
的
に
反
映
す
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
ア
レ
到
グ

チ
」
－
1
「
ナ
ギ
コ
グ
刊
」
の
対
立
は
、
波
の
「
大
－
1
小
」
の
変
化
に
つ
い

て
の
関
心
の
強
さ
に
基
い
て
創
生
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
漁
そ
の
も
の
と
緊

密
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
ア
レ
叫
グ
チ
」
に
注
意
し

て
漁
を
や
め
、
「
ナ
ギ
コ
グ
升
」
を
見
定
め
て
出
漁
す
る
と
い
う
日
々
の
漁
業

生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
文
字
ど
お
り
の
生
活
用
語
で
あ
る
。
「
ニ
シ
ナ
り
」

は
西
風
が
強
い
日
に
起
こ
る
波
で
あ
っ
て
、
激
し
く
大
き
い
波
で
あ
る
た
め

に
、
漁
に
と
っ
て
は
最
も
危
険
な
波
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
波
は
、
実
原
に
は
、

す
べ
て
の
風
位
と
結
び
つ
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
特
に
「
ニ
シ
ナ
封
」
に

だ
け
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
波
の
小
さ
い
も
の
」
に
関

す
る
異
語
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
ナ
ギ
l
」
の
類
義
語
の

多
い
事
実
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
海
が
凪
げ
ば
、
漁
に
好
都
合
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
が
、
「
ベ
タ
ナ
ギ
・
ブ
タ
ナ
ぎ
の
命
名
心
意
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ

ぅ
に
、
土
地
の
人
々
は
、
こ
れ
ら
を
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
・
波
が
全
く
立
た
な
い
と
い
う
状
態
は
、
風
が
無
く
潮
が
動
か
な
い
こ
と
を

意
味
し
、
そ
の
た
め
魚
が
ほ
と
ん
ど
移
動
せ
ず
、
大
体
、
不
漁
に
終
る
か
ら
で

あ
る
。こ
こ
で
、
漁
に
と
っ
て
好
ま
し
い
波
を
表
わ
す
語
彙
と
好
ま
し
く
な
い
波
を

表
わ
す
語
彙
の
比
率
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
好
ま
し
い
波
の
語
彙
　
－
　
！
5
語
（
2
0
％
）

③
好
ま
し
く
な
い
波
の
語
彙
－
　
2
0
語
（
8
0
％
）

こ
れ
を
見
る
と
、
「
披
」
の
語
彙
は
、
洞
や
風
の
語
彙
と
同
様
に
、
漁
に
不

向
き
な
も
の
好
ま
し
く
な
い
も
の
の
方
向
へ
栄
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
土
地
の
人
々
は
、
好
ま
し
い
事
態
や
現
象
を
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
受

け
と
め
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
は
さ
ほ
ど
細
か
な
関
心
を
寄
せ
ず
、
ま

た
、
こ
と
ば
づ
く
り
も
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
好
ま
し
く
な
い
事
態

に
対
し
て
堕
実
に
細
か
な
心
く
ぼ
り
を
見
せ
．
る
の
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
方
向

の
事
態
に
土
地
の
人
々
が
強
い
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
、

彼
等
の
生
活
に
た
だ
ち
に
深
刻
な
形
鷺
を
及
ぼ
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
漁
に
不
向

き
な
大
波
に
関
す
る
名
詞
語
彙
が
栄
え
て
い
る
こ
と
は
、
ま
た
、
動
詞
語
彙
に

も
同
様
に
認
め
ら
れ
、
「
ア
ガ
．
勅
・
ウ
デ
ル
・
カ
ブ
ー
ル
・
カ
ブ
サ
ー
ル
・
シ
列
ク

・
列
ツ
・
デ
ル
・
列
．
ル
」
な
ど
、
全
体
の
半
数
強
が
「
大
波
」
に
関
す
る
も
の

で
ぁ
っ
て
、
「
小
波
」
に
関
す
る
も
の
は
、
「
列
グ
」
の
一
語
だ
け
で
あ
る
。
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当
該
方
言
の
「
波
」
の
語
彙
の
中
心
的
な
意
味
領
域
は
、
「
大
小
」
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
異
語
数
の
多
さ
と
類
童
話
の
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
分
類
語
彙
表
』
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

〓
　
姫
路
方
貫
の
「
波
」
の
語
彙
の
記
述

姫
路
方
言
の
「
波
」
の
語
彙
の
う
ち
、
『
分
類
語
彙
表
』
に
認
め
ら
れ
な
い

語
詞
の
一
々
に
つ
い
て
、
以
下
に
意
味
記
述
を
行
う
（
た
だ
し
、
動
詞
語
彙
は

除
く
）
。
2
、
大
小

日
大

1
、
ガ
イ
ナ

ナ
ミ
　
（
大
波
）
　
最
も
普
通
の
言
い
か
た
。
全
年
層
の
男
女
に

よ
く
用
い
ら
れ
る
。

2
、
オ
ー
ナ
引
（
大
波
）
や
や
改
ま
っ
た
言
い
か
た
で
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ

な
い
。

3
、
ノ
列
（
大
波
）
波
頭
が
折
れ
て
白
波
が
立
っ
て
い
る
場
合
を
ノ
列
と
言

う
の
で
、
ウ
ネ
男
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
ウ
ネ
男
は
、
白
波
の
立
た

な
い
大
き
い
波
を
い
う
。
○
シ
引
コ
ノ
〓
－
ル
ト
キ
ー
ニ
「
判
可

－
ワ
ノ
タ
ガ
刊
ル
勇
〓
」
ッ
チ
ュ
ー
列
－
。
（
白
波
の
通
る
時

に
「
今
日
は
ノ
タ
が
あ
る
ぞ
」
と
言
う
ね
え
。
）
＜
老
男
∨
ノ
ク

l
は
、

中
年
層
以
上
の
男
女
の
生
活
語
と
な
っ
て
い
る
。

4
、
ウ
マ
ノ
リl
（
馬
乗
り
、
ウ
ネ
リ
の
こ
と
）
ウ
ネ
男
が
沖
合
い
で
上
下
す
る

様
を
見
て
、
馬
に
乗
っ
た
人
が
上
下
す
る
の
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ

の
よ
う
に
命
名
し
た
。
ウ
マ
ノ
男
は
、
沖
の
ウ
ネ
判
に
つ
い
て
だ
け
言

う
。
○
ウ
マ
ノ
リ
ガ
．
＝
ス
ケ
叫
ケ
テ
列
可
＋
列
日
。
（
ウ
マ

ノ
リ
が
通
る
か
ら
時
化
て
来
る
よ
。
）
＜
中
男
∨

5
、
シ
ラ
ー
コ
　
（
白
波
）
　
ウ
ガ
リ
の
波
頭
が
折
れ
て
白
波
が
立
っ
て
い
る
の
を

言
う
。
○
サ
ー
ム
ン
　
ナ
ル
ト
　
ホ
幸
ン
ド
　
ヨ
ー
チ
　
シ
到
コ
ガ

列
ツ
ケ
ー
　
ナ
ー
ー
。
（
寒
く
な
る
と
ほ
と
ん
ど
毎
日
シ
ラ
コ
が
立
つ
か
ら

ね
え
。
）
　
＜
堆
女
V

6
ヾ
　
ア
レ
叫
グ
チ
（
荒
れ
か
け
て
い
る
時
）
ア
レ
叫
グ
チ
に
な
る
と
漁
を
や
め

る
。

）

　

ヽ

ほ
．
－
4

1
、
コ
マ
ー
イ
　
ナ
ミ
（
小
波
）
　
コ
t
、
『
イ
　
ナ
ミ
と
も
言
う
。
ガ
ー
イ
ナ
　
ナ

ミ
の
対
義
語
。

2
、
コ
ナ
引
（
小
波
）
　
オ
ー
ナ
ミ
l
の
対
義
語
。
普
通
、
コ
可
イ
　
ナ
ミ
を
用

い
る
。

3
、
ア
ブ
ラ
ナ
ギ
l
（
池
凪
）
海
上
が
油
を
流
し
た
よ
う
に
一
面
平
ら
に
な
り
、

全
く
波
が
立
た
な
い
状
態
を
言
う
。
　
○
ハ
叫
サ
キ
ニ
引
ミ
ガ
　
叫

ロ
ー
ニ
　
ヒ
カ
ッ
テ
　
ノ
列
リ
ノ
列
リ
　
シ
ト
ル
ヤ
ー
ナ
ノ
オ
ユ
ー

ナ
ー
ー
。
（
春
先
に
海
が
白
く
光
っ
て
ノ
タ
リ
ノ
タ
リ
し
て
い
る
よ
う
な
の

を
言
う
ね
え
。
）
　
＜
老
男
V

4
、
ベ
タ
ナ
判
（
ベ
夕
凪
）
　
ア
プ
ラ
ナ
利
の
こ
と
。
ほ
と
ん
ど
魚
が
獲
れ
な

い
。

5
、
∴
フ
タ
ナ
薪
（
豚
囲
）
　
ベ
タ
ナ
蝋
の
こ
と
。
ベ
タ
ナ
判
を
嫌
う
気
持
が
こ

の
卑
再
を
生
ん
だ
。
○
ベ
タ
ナ
ギ
ニ
可
叫
タ
ラ
　
サ
カ
ナ
が
　
チ
ョ

ッ
ト
モ
　
ト
レ
リ
ヤ
シ
ェ
ン
ダ
ケ
ー
　
ハ
ラ
ー
　
タ
ッ
テ
　
ブ
タ
ナ
ギ
ッ

チ
ュ
t
。
（
ベ
タ
ナ
ギ
に
な
っ
た
ら
魚
が
少
し
も
獲
れ
や
し
な
い
か
ら
腹

を
立
て
て
ブ
タ
ナ
ギ
と
言
う
。
）
＜
老
男
V

6
、
オ
ー
ト
ナ
ギ
（
凪
の
一
番
最
後
の
日
）
　
ナ
判
が
終
る
と
、
魚
が
獲
れ
る
よ

う
に
な
る
。

36



7
、
イ
チ
ノ
オ
耳
（
凪
の
最
初
の
日
）
　
凪
に
な
る
と
、
そ
の
状
態
が
大
体
数

日
続
く
。
そ
の
間
、
ほ
と
ん
ど
漁
は
な
い
。
イ
チ
ノ
オ
レ
l
は
、
大
波
の
あ

っ
た
翌
々
日
だ
か
ら
、
ま
だ
海
は
か
な
り
祝
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
漁

師
は
、
○
イ
チ
ノ
　
オ
レ
列
ケ
ー
ア
ミ
ー
ー
　
ウ
l
可
テ
　
引
ル
　
カ
ー
。

チ
ッ
列
－
　
サ
カ
ナ
ガ
　
ベ
イ
ル
カ
モ
　
シ
レ
ン
引
－
　
引
－
。
（
イ
チ

ノ
オ
′
レ
だ
か
ら
網
を
打
っ
て
み
る
か
。
少
し
は
魚
が
入
る
か
も
知
れ
な
い

か
ら
ね
え
。
）
＜
老
男
V
の
よ
う
に
言
う
。
ナ
ギ
コ
グ
刊
の
翌
日
が
、
イ

チ
ノ
オ
レ
で
あ
る
。
　
、

8
、
ナ
ギ
コ
グ
列
（
凪
の
始
ま
り
）
　
ナ
ギ
コ
グ
刊
を
待
っ
て
舟
を
出
す
。

3
、
方
位

l
、
ニ
シ
ナ
封
（
西
波
）
　
西
風
が
強
く
吹
く
と
、
波
が
高
く
な
る
。
し
か
も

高
い
波
が
た
て
つ
づ
け
に
や
っ
て
来
る
の
で
、
小
舟
で
漁
を
し
て
い
る
時

は
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
。

4
、
船
に
対
す
る
方
向

l
、
タ
テ
ナ
封
（
縦
波
）
　
船
の
頁
正
面
か
ら
や
っ
て
来
る
波
を
亭
っ
。

5
、
形
状

l
、
サ
ン
カ
ク
ー
ナ
ミ
（
三
角
波
）
　
縦
波
と
横
波
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
所
に
で

き
る
三
角
状
の
波
を
言
う
。
○
サ
ン
カ
列
ナ
ミ
ワ
　
オ
ネ
ガ
　
列
可
チ

ン
列
叫
チ
ン
　
引
－
　
イ
サ
ブ
レ
テ
　
ロ
ガ
　
コ
ゲ
ン
　
ナ
ー
。
ジ
ョ
ー

ゝ

ズ
ー
ニ
外
ネ
　
ア
ヤ
刈
羽
テ
ニ
ゲ
ナ
㌦
ヶ
ン
　
デ
。
（
三
角
波
は
舟

が
グ
ッ
チ
ン
グ
ッ
チ
ン
よ
く
ゆ
れ
て
帽
が
漕
げ
な
い
ね
え
。
上
手
に
舟
を

探
っ
て
逃
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
。
）
＜
老
男
V

6
、
部
分

互、t

ゼ
ッ
チ
m
〓
（
絶
頂
）
　
波
頭
の
こ
と
を
普
通
ゼ
ッ
チ
ョ
ー
と
呼
ぶ
。

バ
ラ
l
（
腹
）
　
ゥ
ネ
叫
の
側
面
（
ゼ
ッ
チ
ョ
t
l
と
タ
ニ
刊
の
中
間
部
分
）

を
ハ
列
と
言
う
。
○
ガ
イ
ナ
ナ
ミ
ノ
ト
キ

ー
ワ
ナ
ミ
ノ
バ
列
オ

ツ
タ
ウ
ト
フ

ー
ネ
ガ
ハ
セ
ヤ
斗
イ
ナ
1
1
。
（
大
波
の
時
は
波
の
腹
を

伝
う
と
舟
を
進
め
や
す
い
ね
え
。
）
＜
中
男
∨
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
よ

る
と
、
南
島
喜
界
島
で
波
間
の
こ
と
を
「
な
み
ば
ら
」
と
l
亭
っ
と
あ
る
。

3
、
タ
ニ
可
（
谷
間
）
波
間
の
最
も
低
い
部
分
。

4
、
ナ
ラ
列
（
奈
落
）
大
波
の
タ
ニ
可
を
こ
う
呼
ぶ
。
○
マ

l
不
が
ナ
．
ラ

ク
ニ
ズ
判
り
っ
ト
ツ
ッ
コ

ー
ム
。
（
舟
が
奈
落
に
ズ
サ
ー
ッ
と
突
っ
込

む
。
）
＜
老
男
∨
大
波
の
谷
間
を
ナ
ラ
列
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
、
小

舟
で
漁
を
行
う
漁
師
の
苦
し
い
生
活
実
感
が
切
実
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

7
、
場
所

l
・
ナ
列
ナ
ミ
（
澤
波
）
檻
の
大
波
を
特
に
こ
う
呼
ぶ
。
○
キ

l
到
－
ワ

ナ
列
ナ
ミ
ガ
刊
ト
ル
郭
－
。
（
今
日
は
ナ
ダ
ナ
ミ
が
出
て
い
る
ね

え
。
）
＜
老
男
V

。
0
、
季
節

l
、
ツ
ユ
ナ
月
（
梅
雨
波
）
梅
雨
時
の
大
波
。
飛
沫
が
よ
く
飛
ぶ
と
い
う
。

こ
れ
以
外
に
、
「
ヒ
キ
ナ
引
」
（
引
き
披
。
沖
の
方
へ
引
き
返
す
大
波
の
こ

と
。
舟
や
網
が
よ
く
流
さ
れ
て
難
渋
す
る
と
い
う
）
「
カ
エ
男
ナ
ミ
」
（
帰
り

披
。
ヒ
キ
ナ
封
と
同
義
。
普
通
、
ヒ
キ
ナ
封
を
用
い
る
）
の
二
語
が
あ
る
。

右
に
記
述
し
た
波
の
語
彙
の
う
ち
、
命
名
心
理
、
造
語
法
の
観
点
か
ら
特
に

注
目
さ
れ
る
語
形
と
し
て
は
、
「
ウ
マ
ノ
茸
「
イ
チ
ノ
オ
叫
」
「
ハ
引
」

「
ナ
ラ
列
」
な
ど
が
あ
る
。
「
ウ
マ
ノ
男
」
「
ナ
ラ
列
」
は
比
喩
法
に
立
つ
語

形
で
あ
り
、
「
ハ
列
」
は
擬
人
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
「
イ
チ
ノ
オ
レ

l
」

は
「
一
の
折
れ
」
で
あ
っ
て
、
「
一
の
舞
」
「
一
の
宮
」
な
ど
と
同
様
の
造
語

法
に
よ
る
注
目
す
べ
き
語
形
で
あ
る
。
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≡
　
他
の
漁
業
社
会
の
「
浪
」
の
語
彙

H
　
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
宇
野
方
言
の
「
披
」
の
語
彙

姫
路
方
言
の
「
披
」
の
語
彙
と
、
意
味
領
域
・
実
態
と
も
に
ほ
と
ん
ど
一
致

す
る
。
姫
路
方
言
に
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
、
次
の
諸
語
が
あ
る
。

2
、
大
小

日
大
1
ノ
ッ
列
・
ヌ
列
・
ナ
ギ
マ
升

は
小
1
オ
ー
ナ
ギ

ー

（

注

3

）

6
、
部
分
　
－
　
ナ
ミ
ノ
バ
外
（
飛
沫
）
・
シ
ロ
ウ
サ
ギ
（
白
兎
。
姫
路
方
言

の
シ
引
コ
に
近
い
）

臼
　
京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
包
島
方
言
の
「
披
」
の
語
彙

各
島
方
言
の
「
波
」
の
語
彙
も
、
姫
路
方
言
・
宇
野
方
言
の
「
披
」
の
語
彙

の
意
味
紙
域
・
実
態
と
か
な
り
よ
く
一
致
す
る
。
し
か
し
、
「
方
位
」
に
関
す

る
語
彙
が
き
わ
め
て
多
く
、
そ
の
構
造
が
か
な
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
事
実
が

注
目
さ
れ
る
。
亀
島
方
言
の
「
波
の
方
位
」
に
関
す
る
語
彙
は
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。キ
列
刃
月
（
北
披
）
ヒ
ガ
叫
ナ
ミ
・
イ
封
＝
、
l
（
東
披
）
・
ア
判
明
刀
自

（
南
披
）
、
ウ
引
ニ
シ
（
南
西
波
）
、
ニ
珂
引
（
西
披
）
、
オ
キ
ヌ
列
（
北

か
ら
来
る
大
波
）
、
ア
有
丸
l
列
・
イ
増
刊
l
対
外
（
東
か
ら
来
る
大
波
）
、
ア
到

巧
斗
列
（
南
か
ら
来
る
大
波
）
、
二
の
可
列
（
西
か
ら
来
る
大
波
）

姫
路
方
言
・
宇
野
方
言
に
は
、
西
か
ら
来
る
「
ニ
シ
ナ
㌫
ご
だ
け
が
認
め
ら

れ
る
が
、
亀
島
方
言
で
は
「
北
・
東
・
南
・
南
西
・
酉
」
の
五
方
位
を
区
別
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
特
に
大
き
い
波
と
結
び
つ
く
こ
と
は
、
「
ヌ

列
」
　
（
大
波
）
に
つ
い
て
も
、
「
北
・
売
・
南
・
西
」
の
四
つ
の
方
位
が
区
別

さ
れ
る
事
実
に
よ
っ
て
明
確
で
あ
る
。
こ
の
方
言
社
会
が
、
「
波
の
方
位
」
に

関
す
る
語
彙
を
栄
え
さ
せ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
が
、
張
り
網
、
刺
し
網
な
ど
の

定
置
網
漁
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
と
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ

ぅ
。
波
が
高
く
激
し
く
な
る
と
、
柏
が
流
さ
れ
た
り
、
岩
に
引
っ
か
か
っ
て
破

れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
、
つ
ね
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
「
故
の
大
小
」
に
つ
い
て
も
、
亀
島
方
言
で
は
、
「
引
・
ヌ

タ
l
・
オ
ー
ヌ
タ
」
－
1
「
刊
オ
＝
刃
ミ
・
刊
J
＝
」
I
l
「
コ
ナ
U
」
の
三
項

対
立
が
認
め
ら
れ
る
。
姫
路
、
宇
野
両
方
言
で
は
、
「
オ
ー
ナ
、
、
、
∵
ノ
列
」

－
1
「
コ
ナ
引
」
（
姫
路
）
、
「
オ
ー
ナ
自
・
ノ
ッ
ク
・
ヌ
タ
」
l
l
「
コ
ナ

＝
」
　
（
宇
野
）
の
二
項
対
立
の
構
造
が
認
め
ら
れ
る
が
、
亀
島
方
言
で
は
三
項

対
立
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
「
升
l
d
。
〓
引
・
列
－
ユ
l
＝
」

を
造
語
し
、
三
項
対
立
の
構
造
を
形
成
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
確
に

し
え
な
い
が
、
当
該
方
言
に
は
「
ア
レ
コ
ー
ダ
チ
」
↓
ナ
ギ
コ
グ
ヂ
l
L
　
「
ナ
ギ
マ

チ
l
」
の
よ
う
な
語
詞
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
、
「
チ
刊
J
〓
刃
ミ
l
，

刊
彗
＝
」
が
、
そ
の
欠
を
補
う
機
能
を
果
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

日
　
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
方
言
の
「
波
」
の
語
彙

当
該
方
言
の
「
波
」
の
語
墓
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
、
い
く
つ
の

意
味
領
域
が
認
め
ら
れ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
「
乃
イ
」
　
（
打
ち
寄
せ
る

波
の
合
間
、
そ
の
瞬
間
を
ね
ら
っ
て
船
を
出
す
）
　
「
ボ
ン
ナ
引
」
　
（
八
月
の
盆

の
頃
く
る
大
波
）
　
「
ス
可
針
」
　
（
冬
の
海
上
で
疾
風
と
と
も
に
急
に
押
し
寄
せ

る
強
い
白
波
で
、
そ
の
時
は
梅
が
そ
の
部
分
だ
け
ま
っ
白
に
な
っ
て
騒
ぐ
）

－

　

～

（

注

4

）

「
チ
リ
メ
ン
ジ
ワ
」
　
（
さ
ざ
波
）
　
「
カ
笥
」
　
（
凪
の
海
で
、
風
が
出
か
か
っ

た
時
に
立
つ
小
波
）
　
「
ト
づ
川
J
引
」
　
（
波
し
ぶ
き
）
　
「
ア
U
U
耳
」
　
（
船
が

通
る
時
生
ず
る
披
）
な
ど
の
注
目
す
べ
き
話
語
が
認
め
ら
れ
る
。
「
ス
マ
キ
」
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は
姫
路
方
言
の
「
ニ
シ
ナ
引
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
カ
彗
l
刹
」
は

「
ア
ル
可
グ
チ
」
に
該
当
す
る
。
「
刊
イ
」
は
こ
の
語
形
が
亀
島
方
言
に
も
認

め
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
「
ア
日
日
耳
」
は
、
亀
島
方
言
の
　
「
フ
九
l
オ

外
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
n
イ
」
が
存
す
る
と
こ
ろ
に
も
、
漁
業
生

活
と
「
波
」
と
の
緊
密
な
関
わ
り
が
、
色
渋
く
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

四
　
出
雲
・
隠
岐
地
方
の
方
言
の
「
波
」
の
語
彙

『
島
根
県
方
言
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
披
」
の
語
彙
の
う
ち
、
「
に

し
な
み
・
の
た
・
の
た
り
な
み
・
は
ら
せ
・
お
れ
る
」
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

「
に
し
な
み
」
を
特
立
す
る
と
こ
ろ
は
、
宇
野
・
姫
路
な
ど
と
同
様
で
あ
り
、

「
お
れ
る
」
も
姫
路
や
宇
野
の
「
オ
′
叫
ル
」
と
同
義
で
あ
る
。
、

と
こ
ろ
で
、
姫
路
方
言
の
「
ノ
列
」
で
あ
る
が
、
こ
の
語
形
は
、
「
兵
庫
県

飾
磨
郡
家
島
・
山
口
県
見
島
」
　
（
『
結
合
日
本
民
俗
語
彙
』
）
、
「
山
形
県
飽

海
郡
・
北
陸
」
　
（
『
全
円
方
言
辞
典
』
）
、
「
島
根
県
出
雲
、
隠
岐
地
方
」

．
（
島
根
県
方
言
辞
典
』
）
以
外
に
、
「
鳥
取
県
西
伯
郡
淀
江
町
、
同
県
東
伯
郡

北
条
町
・
羽
合
町
、
同
県
気
高
郡
青
谷
町
・
気
高
町
、
鳥
取
市
賀
露
、
兵
庫
県

．
美
方
郡
香
住
町
、
舞
鶴
市
野
原
」
　
（
筆
者
調
査
）
、
「
京
都
府
与
謝
郡
伊
根

町
」
（
茂
田
恵
氏
調
査
）
、
「
新
潟
県
佐
渡
島
」
（
大
橋
勝
男
氏
調
査
）
な
ど
に

も
認
め
ら
れ
る
。
表
日
本
の
島
根
県
出
雲
地
方
か
ら
山
形
県
ま
で
、
大
体
、
こ

の
語
形
が
分
布
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
こ
の
「
ノ
列
」
の
語
源
は
、
出
雲
、

隠
岐
地
方
に
「
の
た
り
な
み
」
と
い
う
語
形
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
姫
路
や
宇

野
方
言
で
も
「
ノ
タ
」
を
指
し
て
、
「
ノ
列
リ
ノ
タ
リ
」
打
つ
波
と
い
う
説
明

を
得
て
い
る
の
で
、
「
ノ
タ
リ
ノ
ク
リ
」
と
い
う
由
無
語
か
ら
派
生
し
た
も
の

と
考
え
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
亀
島
、
宇
野
な
ど
の
「
ヌ
列
」

は
、
、
〇
、
V
、
U
、
の
変
化
に
よ
っ
て
成
立
し
た
語
形
で
あ
る
。

四
　
姫
路
方
言
の
「
波
」
と
「
風
」

姫
路
方
言
に
お
い
て
は
、
「
風
」
と
の
関
係
か
ら
特
に
創
生
さ
れ
て
い
る
語

（
注
5
）

は
、
「
ニ
シ
ナ
引
」
l
（
西
披
）
だ
け
で
あ
る
が
、
「
波
」
は
「
風
」
と
「
潮
」

が
起
こ
す
も
の
だ
け
に
、
土
地
の
漁
師
は
、
両
者
の
関
係
に
強
い
関
心
を
寄
せ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
略
述
す
る
。

ノ

1
、
北
東
・
東
風
　
○
ナ
U
ワ
　
コ
．
サ
イ
ケ
ド
　
到
－
ケ
　
ク
ッ
　
デ
。
列
有

列
不
ガ
ー
ジ
ャ
刺
ジ
ャ
ボ
シ
タ
　
ナ
引
ダ
　
ガ
ー
。
（
波
は
小
さ
い
け
れ
ど

た
く
さ
ん
来
る
よ
。
大
体
が
ジ
ャ
ボ
ジ
ャ
ボ
し
た
波
だ
ね
え
。
）
し
た
が
っ

て
、
漁
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
が
な
い
と
い
う
。

2
、
南
風
　
○
ナ
引
オ
　
ミ
ン
ナ
　
オ
シ
引
ベ
チ
ャ
ッ
テ
　
ノ
列
ニ
ワ
　
ナ
列

ン
　
射
し
　
（
波
を
み
な
平
ら
に
し
て
大
波
に
は
な
ら
な
い
ね
え
。
）

3
、
西
風
　
「
ニ
シ
ナ
り
ご
に
つ
い
て
は
、
「
キ
オ
ー
ダ
ー
オ
ー
」
　
（
奇
数
偶

数
）
と
い
う
言
い
か
た
が
あ
っ
て
、
○
ニ
シ
ガ
ジ
ェ
ノ
　
刺
イ
ナ
　
ナ
、
、
、
ノ

ト
キ
ワ
　
オ
ー
キ
ナ
ノ
ガ
　
シ
マ
イ
　
ア
ト
ノ
　
サ
ン
マ
イ
ワ
　
ダ
イ
タ
イ
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コ
マ
イ
ケ
ー
　
キ
ス
ー
グ
ー
ス
ー
チ
ッ
テ
　
ィ
ー
マ
ス
　
ワ
イ
ナ
－
。
（
西

風
の
大
波
の
時
は
大
き
な
波
が
四
枚
、
後
か
ら
来
る
三
枚
は
小
波
だ
か
ら
奇

数
偶
数
と
言
い
ま
す
よ
ね
え
。
）
の
よ
う
に
、
後
の
小
さ
い
汝
が
来
た
時
に
、

急
い
で
舟
を
走
ら
せ
る
と
い
う
。

4
、
北
・
北
西
凪
　
寒
い
時
分
に
吹
く
風
で
、
凪
に
力
が
あ
る
。
そ
の
た
め
ノ
列

と
な
る
。
ま
た
、
波
は
北
風
の
時
い
ち
ば
ん
早
く
や
っ
て
来
る
と
い
う
。
し

か
し
、
冬
は
ほ
と
ん
ど
漁
を
し
な
い
の
で
、
特
に
こ
と
ば
に
表
現
す
る
こ
と

は
し
な
い
と
い
う
。

○
オ
キ
刺
ジ
ェ
ガ
　
が
イ
ニ
列
ク
　
ト
封
ワ
　
カ
ジ
ェ
到
リ
　
サ
利
ニ

／
．
．
ゝ

ナ
ミ
ー
ノ
　
ホ
ー
ガ
　
ヰ
マ
ス
　
ジ
ェ
。
（
北
風
が
大
層
強
く
吹
く
時
は
風
よ



り
先
に
波
の
方
が
来
ま
す
よ
。
）

「
南
東
」
　
「
南
西
」
の
風
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
い
。

五
　
漁
業
生
活
と
「
波
」
の
語
彙

『
分
類
語
彙
表
』
に
挙
が
っ
て
い
る
「
披
」
の
語
彙
と
、
実
際
に
漁
業
に
従

事
七
て
い
る
地
域
社
会
の
「
波
」
の
語
彙
と
の
間
に
は
、
か
な
り
大
き
な
相
違

の
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両
者
の
間
に
認
め
ら
れ
る
差
異

が
、
は
た
し
て
何
に
慕
い
て
結
果
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
、
強
い
興
味
を
覚

え
る
。
そ
こ
で
、
姫
路
方
言
を
は
じ
め
と
し
て
、
他
の
諸
方
言
の
「
波
」
の
語

彙
の
実
態
と
体
系
と
に
つ
い
て
、
以
下
に
統
合
的
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す

る
。ま
ず
、
体
系
に
つ
い
て
は
、
姫
路
方
言
に
新
た
に
「
方
位
」
　
「
形
状
」
　
「
場

所
」
の
三
つ
の
意
味
領
域
が
確
認
さ
れ
、
『
分
類
語
彙
表
』
よ
り
も
三
つ
多
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
波
の
大
小
」
に
つ
い
て
は
、
亀
島
に
「
チ
1
－
当
日
ナ
l

H
」
が
認
め
ら
れ
、
「
大
－
1
中
－
1
小
」
と
い
う
三
項
対
立
の
パ
タ
ー
ン
が

存
し
、
「
方
位
」
に
つ
い
て
も
、
山
陰
の
「
ニ
シ
ナ
U
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

特
に
亀
島
で
は
、
「
北
・
東
・
南
・
南
西
・
西
」
の
五
方
位
を
区
別
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
部
分
」
の
意
味
領
域
に
お
い
て
も
、
「
ゼ
ッ
チ
ョ
＝
－

1
ハ
引
l
l
タ
ニ
サ
」
な
ど
、
か
な
り
多
く
の
異
語
数
が
認
め
ら
れ
、
細
密
な

体
系
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

体
系
上
の
差
異
に
つ
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
以
上
の
諸
事
実
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
が
、
い
ず
れ
も
漁
業
生
活
と
緊
密
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
場
所
」
　
「
船
に
対
す
る
方
向
」
の
意
味
績

域
は
、
漁
業
生
活
に
従
事
し
て
い
る
者
に
し
て
は
じ
め
て
必
要
と
さ
れ
る
領
域

で
あ
が
、
生
活
の
必
要
性
に
基
い
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
部
分
」
　
「
方
位
」
の
細
分
化
も
、
生
米
の
必
然
性
の
然
ら
し
め
る
も
の
で
あ

っ
て
、
生
活
の
必
要
に
即
し
て
生
み
出
さ
れ
た
細
分
化
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
で

あ
ろ
う
。
語
彙
の
実
髄
だ
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
、
「
ノ
タ
・
ノ
ッ
タ
・
ノ
ク
リ
ナ

ミ
・
ヌ
タ
」
が
、
太
平
洋
沿
岸
の
漁
業
社
会
に
は
さ
ほ
ど
栄
え
ず
、
主
に
日
本

海
沿
岸
の
漁
業
社
会
に
広
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、
日
本
海
側
が
凪
が
強
い
た
め

に
、
．
波
の
高
い
日
が
多
い
事
実
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
然
環
境
の

違
い
が
語
彙
に
反
映
し
た
一
例
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
波
の
方
位
」
は
、
山
陰
で
は
l
般
に
「
ニ
シ
ナ
引
」
だ
け

で
、
最
も
詳
し
く
区
分
す
る
亀
島
で
も
五
方
位
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
風
」
や

「
潮
」
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
単
純
で
あ
る
。
「
風
」
の
場
合
は
、
最

も
詳
し
く
区
分
す
る
の
は
1
4
方
位
（
単
純
な
場
合
で
も
8
方
位
）
　
で
あ
り
、

（
注
6
）

「
湖
」
の
場
合
は
1
6
方
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
「
披
」
が
「
風
」
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
披
」
の
原
因
で
あ
る
「
風
」
の
方

に
よ
り
強
い
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
と
、
「
披
」
が
漁
獲
そ
の
も
の
と
さ
ほ
ど
強

い
関
わ
り
を
持
た
な
い
こ
と
に
主
た
る
理
由
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
小
舟
で
の

漁
に
と
っ
て
、
時
に
は
生
命
の
危
険
を
も
招
く
「
ニ
シ
ナ
ミ
l
」
に
だ
け
特
に
強

い
注
意
を
向
け
て
い
る
の
は
、
右
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
「
波
」
の
語
彙
蓋
が
、
「
湖
」
や
「
風
」
の
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
体
系
を
支
え
る
弁
別
的
特
徴
や
意
味
領
域
の
数
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
披
」
が
漁
法
や
漱
獲
を
さ
ほ
ど
強
く

規
制
し
な
い
か
ら
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
‥
し
た
が
っ
て
、
漁
業
生
活
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
自
然
条
件
は
、
「
潮
」
と
「
風
」
で
あ
っ
て
、
「
披
」
は
そ
れ
ら
に

比
べ
る
と
、
重
要
性
が
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
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お
わ
日
ソ
に

筆
者
は
、
現
在
、
生
活
語
彙
の
う
ち
、
特
に
生
業
語
彙
に
視
点
を
準
え
て
、

言
語
と
言
語
外
現
実
と
の
相
関
関
係
の
解
明
を
試
み
て
い
る
が
、
漁
業
語
彙
に

（
注
7
）

つ
い
て
「
風
」
、
「
湖
」
、
「
波
」
の
語
発
と
桧
討
を
進
め
て
き
て
、
こ
と
ば

と
く
ら
し
と
の
相
互
関
係
の
、
き
わ
め
て
緊
密
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
地
域
社
会
の
生
活
語
彙
の
体
系
は
、
概
念
体
系
と
は
多
く
の
点
で

趣
を
異
に
し
て
お
り
、
現
実
生
活
の
必
苛
性
、
必
然
性
に
慕
い
て
語
嚢
を
細
分

化
せ
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
湖
」
の
語
彙
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
風
」
の
語

彙
、
「
波
」
の
語
彙
は
、
現
実
の
漁
業
生
活
の
実
態
に
認
め
ら
れ
る
特
色
や
自

然
条
件
の
違
い
を
、
実
に
明
確
に
反
映
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

（
注
8
）
　
　
　
　
　
（
注
9
）

ヴ
ァ
．
イ
ス
ゲ
ル
バ
ー
や
ウ
ォ
ー
フ
に
従
う
と
、
世
界
を
見
る
の
は
人
間
で
は

な
く
て
、
こ
と
ば
で
あ
り
、
人
間
は
、
と
と
ば
が
作
っ
て
く
れ
る
「
情
神
の
中

間
世
界
」
を
受
け
入
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
、
人
間
が
こ
と
ば
を
支
配
す
る
の
で

は
な
く
、
こ
と
ば
が
人
間
を
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
外
界

は
、
「
情
神
の
中
間
世
界
」
た
る
言
語
を
通
し
て
、
は
じ
め
て
秩
序
づ
け
ら
れ

た
世
界
と
し
て
人
間
に
把
握
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
間
は
、
言
語
に

対
し
て
常
に
受
身
的
存
在
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
情
神
の
中

間
世
界
」
た
る
言
語
の
も
う
ひ
と
つ
先
に
、
硯
雲
の
社
会
生
活
に
お
け
る
人
間

の
主
体
的
な
営
み
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
共
有
の
経
験
的
事
実
と
し
て
の

社
会
化
を
経
て
、
新
し
い
語
詞
の
定
着
が
実
現
し
、
語
彙
の
体
系
を
個
性
的
に

（
注
i
O
）

改
変
し
て
い
く
と
い
う
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
生
業

の
違
い
　
（
同
一
の
生
業
に
お
い
て
も
、
規
模
・
方
法
・
組
織
・
自
然
環
境
な
ど

の
違
い
）
が
、
語
義
に
顕
著
に
反
映
す
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
こ
に
個
々
の
地

域
社
会
に
生
き
る
方
言
生
活
者
達
の
主
体
萬
な
存
在
を
想
定
し
な
い
か
ぎ
り
、

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
間
と
言
語
と
外
界
と
の
関
係

は
、
ま
ず
、
人
間
の
前
に
生
活
硯
実
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
正
し

く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
「
波
」
の
語
彙
に
つ

い
て
の
分
析
的
考
究
も
、
こ
の
こ
と
の
一
つ
の
客
観
的
な
傍
証
と
な
ろ
う
。

人
間
は
、
単
に
、
言
語
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
逆

に
、
み
ず
か
ら
の
生
活
経
験
を
通
し
て
、
言
語
を
創
生
し
規
定
し
て
い
く
存
在

と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
、
「
人
間

関
係
の
語
彙
」
に
つ
い
て
試
み
る
な
ら
ば
、
「
人
間
・
言
語
・
言
語
外
現
実
」

の
三
者
の
関
係
を
、
さ
ら
に
精
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ

・つ。

（注）

1
、
姫
路
・
宇
野
の
資
料
は
、
筆
者
の
調
査
結
果
に
よ
る
。
亀
島
は
、
広
島
大

学
大
学
院
学
生
茂
田
恵
氏
の
調
査
結
果
に
よ
る
。
島
根
県
出
雲
・
隠
岐
地
方

は
広
戸
惇
氏
　
（
『
島
根
県
方
言
辞
典
』
）
、
新
居
町
は
山
口
幸
洋
氏
　
（
「
新

居
の
浜
の
こ
と
ば
」
　
『
文
芸
あ
ら
い
』
創
刊
号
）
、
新
潟
県
佐
渡
島
は
大
橋

勝
男
氏
　
（
『
方
言
の
研
究
』
第
5
号
所
収
）
　
の
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

2
、
室
山
敏
昭
「
鳥
取
県
気
高
郡
気
高
町
姫
路
方
言
の
カ
ゼ
の
語
彙
」
　
（
『
フ

ィ
ー
ル
ド
の
歩
み
』
第
6
号
）
、
同
「
漁
業
社
会
の
『
潮
』
の
語
彙
」
　
（
『

フ
ィ
ー
ル
ド
の
歩
み
』
第
7
号
）
、
同
「
漁
業
生
活
と
潮
の
語
彙
」
　
（
『
季

刊
人
類
学
』
第
8
巻
第
2
号
）

3
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
よ
る
と
、
新
潟
県
頸
城
地
方
で
、
海
上
に
白
波
の

立
つ
こ
と
を
「
う
さ
ぎ
」
と
言
う
。
ま
た
、
『
方
言
研
究
年
報
』
第
十
六
巻
に

は
、
愛
媛
県
越
智
郡
弓
削
町
に
杢
「
シ
ロ
引
サ
ギ
」
の
語
形
が
認
め
ら
れ
る
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4
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
よ
る
と
、
愛
媛
県
大
三
島
で
、
小
刻
み
に
さ
わ
い

で
い
る
小
さ
い
波
の
こ
と
を
「
ち
り
め
ん
な
み
」
と
い
う
。

5
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
方
言
ゼ
、
、
、
ナ
ー
ル
の
．
『
下
関
市
荒
井
島
の

生
活
語
意
』
を
見
る
と
、
下
関
市
荒
井
島
で
も
、
「
コ
チ
ナ
、
、
、
（
東
か
ら
来

る
波
）
・
ニ
シ
ナ
ミ
　
（
西
か
ら
来
る
波
、
ニ
シ
ネ
チ
と
も
言
う
）
・
キ
タ
ナ

ミ
　
（
北
か
ら
来
る
波
）
・
ハ
エ
ナ
ミ
　
（
南
か
ら
来
る
披
）
」
の
四
方
位
を
区

別
す
る
と
い
う
。

6
、
青
柳
精
三
氏
．
「
八
丈
島
の
潮
流
語
嚢
」
　
（
『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要

（
西
洋
文
学
）
』
一
九
七
三
年
三
月
）

7
、
室
山
敏
昭
「
山
口
県
光
市
牛
島
の
潮
の
語
彙
」
　
（
『
内
海
文
化
研
究
紀

要
』
第
6
号
）

。
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1
0
、
室
山
敏
昭
「
方
言
性
向
語
彙
の
研
究
」
　
（
『
季
刊
人
類
学
』
第
8
巻
第
4

号
）

（
一
九
七
七
二
二
・
三
〇
）

〔
付
記
〕
　
小
論
の
要
旨
は
、
第
3
2
回
広
島
大
学
国
語
談
話
会
で
口
頭
発
表

し
た
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
、
木
原
茂
先
生
か
ら
種
々
御
教
示
を
賜
っ

た
。
ま
た
、
成
病
後
、
小
林
先
生
に
御
閲
読
賜
り
、
多
く
の
塑
尚
教
に
あ

ず
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

－
　
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授
－

，
＼
，
．
，
．
．
／
ヽ
．
′
ュ
l
′
l
こ
．
，
．
）
．
1
．
，
．
1
－
’

会
員
楕
署
紹
介

l
′
一
．
，
．
J
l
，
1
．
．
′
＼
．
．
．
．
・
／
．
．
一
．
ヽ
＿
′
．
，
．
．
．

芭
蕉
紀
行
総
索
引
・
下

井
　
本
　
農

置

上

正

計

桁

芭
薫
紀
行
文
『
お
く
の
は
そ
遺
』
の
本
文
並
び
に
語
彙
索
引
。
既
刊
（
昭
和

四
十
五
年
十
月
）
　
の
『
芭
蕉
紀
行
総
索
引
・
上
』
と
あ
わ
せ
て
芭
賽
紀
行
文
す

べ
て
の
本
文
お
よ
び
語
彙
を
閲
読
、
検
索
で
き
る
も
の
。
「
本
文
篇
」
　
「
索
引

拾
」
　
「
付
録
」
よ
り
成
る
。

「
本
文
篇
」
は
底
本
と
し
て
素
詔
清
書
本
を
抱
げ
、
対
校
本
と
し
て
皆
良
旅

日
記
以
下
三
本
を
各
ペ
ー
ジ
に
対
照
さ
せ
て
閲
読
の
便
を
は
か
．
っ
て
い
る
。
な

お
素
寵
清
書
本
は
す
べ
て
影
印
を
附
し
原
本
の
体
裁
を
生
か
す
こ
と
に
つ
と
め

て
い
る
。
「
索
引
岩
」
は
『
お
く
の
は
そ
遺
』
の
す
べ
て
の
語
を
収
録
す
る

が
、
単
に
語
の
所
在
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
用
例
の
み
で
意
味
・
用
法
が
理
解

で
き
る
形
と
さ
れ
て
い
る
。
「
付
録
」
と
し
て
「
品
詞
別
異
り
語
数
延
べ
語
数

一
覧
表
」
・
「
『
お
く
の
は
そ
道
』
諸
本
系
統
図
」
・
並
び
に
「
『
お
く
の
は
そ

遺
』
の
諸
本
」
と
し
て
、
『
お
く
の
は
そ
遺
』
の
諸
本
及
び
関
係
諸
本
に
つ
い

て
の
論
述
が
附
さ
れ
て
い
る
。
（
昭
和
五
二
年
八
月
・
A
5
版
・
三
二
六
ペ
「

ジ
、
明
治
書
院
・
定
価
五
八
〇
〇
円
）
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